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⚫ 「人生の最終段階における医療・ケア決定プロセスに関する

ガイドライン」は、本人の意思を最大限に尊重するために、

医療・ケアチームが合意を形成する意思決定支援

プロセスである。話し合いのスタンスとしては、パターナ

リズムでもなく、情報提供型でもなく、「Shared Decision

Making：相互参加型モデル」が推奨されている。本人の意思

が確認出来ない場合は、事前指示やACPについて確認の

後、本人の意思を推定する家族等と共に、医療・ケアチーム

は、本人の推定意思を尊重し最善の方針をとることとなる。

人生の最終段階における
医療・ケア決定プロセスに関するガイドライン
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⚫ 「人生の最終段階における医療・ケア決定プロセスに

関するガイドライン」における意思決定を行う上で倫理的

な規範から見た根拠としては、「自立尊重の原則」・「与益

最大化の原則」・「不加害原則」・「正義・公正原則」の4つ

の倫理原則に基づいており、これらの原則に基づく意思

決定支援のあり方は、最善の選択を行う上で重要な根拠

となる。

⚫医学的最善が本人の最善とは限らず、医学的に無益が

本人に無益とは限らず、本人の選考が本人にとって最善

の選択肢では必ずしもないことに留意する必要がある。

人生の最終段階における
医療・ケア決定プロセスに関するガイドライン
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江澤理事長様

紙パンツを自分で履かれて患者さんの気持ちを体験された話は感動しました。

私は初めて履いた時は悔しくて辛くて洗面所で家内と号泣しました。

この悔しさ辛さ屈辱感は体験しないと気持ちはわからないと思います。

今の私の目標は、私の故郷香川県仁尾と第二の故郷宇部に帰る事です。

必ず奇跡を起こします。そう信じて毎日頑張って行こうと思います。

17

医療秘書を目指していた娘が、就職が決まりました。

生きる選択をして良かったと思える一つになりました。
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2017年2月18日（土）
山陽新聞
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2017年3月6日（月）
山陽新聞
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⚫ナラティブシート

⚫ナラティブノート

⚫ナラティブアルバム

NBMの実践
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※前職の職種について「介護関係職種」と回答した人を対象に前職の離職の理由を調査。
【出典】平成３０年度介護労働実態調査 （(公財)介護労働安定センター）

○ 介護関係職種が退職を検討するきっかけとして、
・ 上位に、「職場の人間関係」や「法人・事業所の理念や運営のあり方」に対する不満が挙げられるとともに、
・ 「収入が少なかったため」という理由をあげている割合が16.4％となっている。
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勤務継続にあたり、重要と思うもの 上位3つ 【全体】

（注）令和元年度老人保健事業推進費等補助金「処遇改善加算の申請等の簡素化に関する調査研究事業」（株式会社三菱総合研究所）を基に作成
勤続10年以上の者に対して調査
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2.0%

27.8%

6.6%

18.0%
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3.2%

1.5%
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

仕事へのやりがいがあること

社会において必要とされている仕事であること／社会に貢献できる仕事であること

介護が必要な人とその家族の生活を支える仕事であること

利用者や利用者の家族と良好な関係性を築けていること

自分の仕事が利用者や利用者の家族等に感謝されること

資格や専門知識を活かし仕事ができること

利用者の満足度が向上していることを実感できること

自身が提供するサービスやケアの質に満足していること

上司や同僚等を含めた職場全体の雰囲気がよいこと

施設長や上司による支援や配慮があること／上司との良好な人間関係

同僚や職員間での友好的な関係性／同僚との良好な人間関係

その他

能力や業務内容を反映した給与体系

休暇取得のしやすさ

福利厚生の充実

自分の仕事ぶりに対する正しい評価

ワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務体制／仕事と家庭生活との両立が可能であること

業務の量・重要度を考慮した職員配置

法人や施設・事業所における資格取得や勉強する機会、研修が制度等として充実していること

法人や施設・事業所において、資格取得や勉強する機会、研修に参加しやすい配慮や支援等があること

法人や施設・事業所における施設や設備が充実していること

ケアの質を高めるための取り組みを実施していること

職場のケア実践方針への共感

法人や施設・事業所の理念やビジョン等への共感や期待

その他

N=2666
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勤務継続にあたり、重要と思うもの 【年代別】
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21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

20代（N=22）

30代
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40代（N=894)

50代

（N=697）

60代（N=314)

70代以上

（N=42）

仕事へのやりがいがあること

上司や同僚等を含めた職場全体の雰囲気がよいこと

能力や業務内容を反映した給与体系

休暇取得のしやすさ

ワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務体制／仕事と家庭生活との両立が可能であること

N=2666

（注）令和元年度老人保健事業推進費等補助金「処遇改善加算の申請等の簡素化に関する調査研究事業」（株式会社三菱総合研究所）を基に作成
勤続10年以上の者に対して調査
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●集団的流れ作業→個々の生活づくり

●その人らしくない（非人間的な）行為の撤廃

経管栄養 経口食 豊かな食

オムツ トイレ 快い排泄

特 浴 個 浴 楽しい入浴

どうしてもやむを得ず強いる時には、明確な

基準と最大限の改善の努力を！⇒人権問題！

尊厳ある生活の保障
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好き好んで病気や障害をきたしている人

はいるはずもなく、誰もがその人にとって

の本来の普通の生活を望んでおり、その

生活の実現すなわち尊厳の保障を実行

することが我々の役割である。

尊厳の保障へ向けて
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ご清聴ありがとうございました


